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	山梨県の健康・栄養に関する状況
	山梨県では、県民の健康寿命のさらなる延伸に向け、健康課題である心疾患、脳血管疾患や、
	これらの危険因子である高血圧の予防・改善のため、減塩の取り組みが必要不可欠です。
	山梨県は食塩をとりすぎていることを知っていますか？
	山梨県民は全国的にみて食塩摂取量が多く、食塩をとりすぎています。
	男性
	女性

	全国ワースト1位
	11.7g
	9.7g
	全国ワースト5位
	8.0g（目標値）

	山梨県は食塩摂取量8.0gを目標としています！
	食塩のとりすぎによる影響は？
	食塩のとりすぎは、高血圧につながり、動脈硬化から循環器病などを招く恐れがあります。
	高血圧が続くと・・・ 血管が硬くもろくなる
	血管の中の水分が増える

	循環器病
	脳卒中
	心疾患

	目的
	食塩
	県民の死亡原因 第2位
	血液の量が増え、 血圧の壁に圧がかかる
	コレステロールなどもたまり、 血液の流れが悪くなる
	食塩をたくさんとると

	動脈硬化
	高血圧


	「減塩」は働く人と会社を元気にする取組です
	元気に働ける
	減塩を意識した食生活
	こんな取組から始めてみませんか？
	☑減塩情報の発信（ポスター掲示）　　☑従業員へ減塩の声かけ（チラシ配布）　　
	☑出前講座などを活用した減塩に関する健康教育機会の確保　  　　　　　　　　　　　
	生産性向上
	運営は健全
	従業員は健康
	お問い合わせ

	山梨県 福祉保健部  健康増進課 健康企画担当
	〒400-0851　甲府市丸の内１－６－１ TEL　055-223-1493　FAX　055-223-1499　 E-mail　kenko-zsn@pref.yamanashi.lg.jp


	\ 様々な業種に広がっています /
	462事業者が参画中！（8月25日現在）　
	参画事業者のご紹介
	山梨県食生活改善
	推進員連絡協議会
	県庁食堂
	JCHO山梨病院
	大月市役所
	介護老人保健施設ふじ苑
	【上記以外の事業者の皆さま】
	山梨県国民健康保険団体連合会　山梨県栄養士会　山梨大学医学部付属病院腎臓内科学　昭和町役場　はうすうどん
	全国健康保険協会山梨支部　大衆酒場さんきゅう食堂　株式会社玉川運輸　株式会社山基　有限会社御坂運輸　久保田自工
	有限会社望月建材　有限会社西室運送　有限会社山義　有限会社大谷運送　協力運送有限会社　株式会社ウイズ坂本　

	株式会社ジー･エフ･アイ　M'S ENTERPRISE株式会社　ウィル佐野　アイエス企画株式会社　ケイカーズコミュニケーションズ(株)　望月事務所　株式会社トップ山梨営業所　株式会社塩澤自動車　有限会社藤代自動車　有限会社早川運送　株式会社早川産業　
	有限会社井上急送　中央運輸有限会社　有限会社森沢運送　すずき整形外科医院　恭栄会今井循環器呼吸器科　甲陵運輸株式会社　原整形外科医院　かわぐち湖ファミリークリニック　藤運送有限会社　株式会社コーエイ　有限会社藤本運送　合同会社あさひ　
	笹本会おおくにクリニック　有限会社樋口運送　有限会社森田運送　山梨学院大学健康栄養学部　恭永運送有限会社　
	株式会社飯島工事　有限会社山一運送　有限会社四川菜館　新山梨陸送株式会社　富士吉田市役所　一般社団法人山梨県医師会
	山梨県立あけぼの医療福祉センター　社会福祉法人山梨県社会福祉協議会　株式会社キャリー　　

	減塩宣言に関するよくある質問
	どんな宣言をすれば良いかわかりません。
	すでに減塩商品がある場合も参画できますか？
	具体的な取り組みが１つでもあれば、
	宣言をすることができます。

	貴所にあった取り組みを一緒に考えますので、ご相談ください。
	既存の取り組みも参画いただけます。
	ぜひ登録して、取り組みををPRしてください。



	参画者募集のご案内
	　事業所用
	対象者
	取り組みの概要
	対象事業者
	プロジェクト参画のメリット
	事業者のイメージ向上
	県ホームページ等でのPR
	減塩を通じた県民の健康づくりに取り組む事業者として、山梨県ホームページ等でPRします。
	関係者との情報交換や
	連携の構築
	令和8年度補助事業の
	優先採択は終了
	参画の流れ
	STEP1
	手引き確認

	STEP２
	減塩宣言提出

	STEP３
	事務局確認

	STEP４
	実践





